
第１回 稚内市観光振興のための新税に関する審議会 議事録 

 

1. 日 時 

令和７年２月 12 日（水）午後２時～ 

 

2. 場 所 

稚内市役所５階 正庁 

 

3. 次 第 

(1) 開会 

(2) 委嘱状交付 

(3) 市長挨拶 

(4) 委員紹介 

(5) 会長及び副会長の選出 

   会長  今井 太志 委員 

   副会長 渡辺 直人 委員 を選出 

(6) 諮問 

(7) 議事 

   １ 稚内市観光振興のための新税に関する審議会の役割等 

   ２ 観光振興のための新税（宿泊税）とは 

   ３ 稚内市の観光の現状 

   ４ 北海道内における直近の宿泊税等の導入状況 

(8)その他 

(9)閉会 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



議事について、事務局より説明。 

委員から出た主な意見や質問、事務局からの応答は下記のとおり。 

 

〇 稚内市で宿泊税を導入した場合、北海道税分と稚内市税分の 2 つの徴収が行われると

いうことか。 

＜事務局からの回答＞ 

北海道税分と稚内市税分の２つを納めていただく。市町村が独自に課税を行う場合、

両方の合計額を市町村に一度納付していただき、そこから市町村が北海道税分を北海

道に納めるという流れになる。 

 

〇 北海道税分と稚内税分の徴収方法や金額を統一しなければ、宿泊客への説明に混乱が

生じることが懸念される。導入するのであれば、そうした方々にも理解しやすい金額

設定や徴収方法にするべきだと考える。 

＜事務局からの回答＞  

現段階では「新税導入の是非」について議論しているが、仮に導入を検討する際には、 

当然そのような意見も踏まえて議論を進めていく。 

 

〇 稚内市に宿泊している方の中で「ビジネス」と「観光客」の割合など、稚内へ来てい 

る目的を明らかにするためのデータを基に審議をしていくのが良いと思う。 

＜事務局からの回答＞  

現在実施している宿泊事業者向けアンケートで、「ビジネス」と「観光客」の割合につ 

いて調査中。アンケート調査の結果などの情報も提示しながら進めていきたい。 

 

〇 「宿泊施設が不足し、宿泊代金が高騰している」と聞くが、実際には夏の４か月程度

で、残りの約８か月間は、稼働状況が良いとは言えない。宿泊施設が設備の増設を行

えないのは、年間を通じて観光客が来ていないからであり、この課題について稚内市

や観光協会と共に取り組んでいる。稼働が良くない約８か月間の宿泊料金に宿泊税が

上乗せされることを考慮しつつ、宿泊税を徴収して何を行うかを議論していただけれ

ばと思う。 

   

〇 これまで稚内市民の税負担から観光の予算が補填されているという理解だが、人口減 

少が進むとその全てが担保されるのかが危惧される。また、稚内市の公共施設などは 

維持しなければならず、観光の予算全ての負担を稚内市民に求めるのかというと、分 

母が減少する状況になるため、稚内市民の負担軽減も含めて、議論していただければ 

と思う。 

 



〇 最も重要なのは「魅力あるまちづくり」だと思っており、宿泊税導入の有無が観光地

を選ぶ理由にはならないと思う。「稚内市にはこのような魅力がある」という点を打ち

出すことで稚内市に訪れる観光客が増えると思うので、魅力づくりに力を入れるべき

だと考えている。 

 

〇 稚内を多くの観光客が訪れる町にしたいと考えている。また、市民が稚内の魅力を語 

れるような、理解のあるまちづくりを進めるために、財源が必要なのかどうかを検討 

していきたい。 

 

〇 現在、道央や道南においてオーバーツーリズムが発生している地域があり、将来的に

は道北にも観光客が流れてくると予想している。人口減少を踏まえ、市民の方々の負

担などを考えると、今のうちから宿泊税の導入を前向きに検討していく必要があると

考えている。観光協会や DMO も含めて、観光客にオフシーズンにも来てもらえるよう

に工夫することが重要だと考えており、この点を念頭に置いて、より良い話し合いを

進めていくべきだと思う。 

 

〇 宿泊税の徴収を理由に観光客が減少するとは考えにくいが、徴収を行う宿泊事業者に

とって負担にならない方法を検討する必要がある。また、将来的に他の自治体も導入

するのであれば、早めの導入を検討するべきだと考えている。 


